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Ⅰ 教科書のcreativeな活用の実践例

(1)教科書本文を理解する活動

① 教科書本文はoral introductionで

導入の場面では，言語習得の過程に従い，音声から始めました。用意するピクチャーカードは，本

文の内容に沿ったものとなるよう，教材用 PCにつけ加えて画像を用意した。以下は，New Crown

English Course3の Lesson 4，"Sadako and a Thousand Paper Crane"で用いた例である。

【Lesson4-1 教科書本文】 【oral introductionで用いた８枚のPC】

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

※教材用PCは

③，⑤，⑧番。

※①，②，④，⑥，⑦番は理解を助けるために用意したPC。

大須賀中学校：大石尚代先生から

お借りしたビデオテープ→

こちらも授業で紹介しました

←生徒が家から持ってきてくれた本を授業で紹介

リプロダクションまでもっていく教科書指導については，今年度夏の自主研でも発表させていただ

く機会があり，紹介させたいただいた。現在，桜ヶ丘中学校をはじめ，いくつかの中学校でリプロダ

クションまでもっていく教科書指導が実践されている。取り組まれた先生方からは，「生徒に内容を

理解させやすい」「行き詰まった教科書指導が打破できた」「生徒が自信をもって授業に取り組める

ようになった」などの意見が聞かれた。今後も，多くの先生方からの意見を参考にしながら，よりよ

い教材作りをおこないたいと考える。

possible

to

get well

for her
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【資料】 口頭導入時に用いた自作ピクチャーカードの例（Unit3)

My name is Cool. I'm fourteen and I live in Korea. In Korea they're very popular.

I like comics.

Are they popular in your country, too? Hi, Cool! I'm Lucky. I'm in the fifth grade.

We also like to read comics. We have a manga club at school.

Do you know the wordmanga?

① ②

③

④

⑤ ⑥
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I'm Sea. I'm seventeen and I live in China. It comes from the Japanese language.

I know the wordmanga.

In 2000 Hong Kong hosted Many people got together

the fourth AsianManga Summit. to talk aboutmanga culture.

I like manga. I hope to hear from you soon.

It can tell us about different cultures.

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫
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② 教科書本文のsummary

教科書本文の summaryの一部を空欄にし，それらを埋めさせた。空欄にする語(句)は，前置詞や

助動詞など，生徒が苦手としている部分や，新出語などとした。生徒は，黒板の絵を見ながら，何度

も文章を読み返して空欄を埋めた。ここでは，教科書を開かせないで穴埋めをさせた。

【資料】教科書指導 ワークシート(表)

Unit 3 E-pals in Asia ②

Class( ) No.( ) Name( )
★ Summary★

Sea is 17 and she lives in( ).
The wordmanga comes( ) the Japanese language.
Hong Kong hosted the( ) Asian Manga Summit.
Many people talk( ) manga culture.
Manga( ) us about( ) cultures.

★ T or F★

① Sea is a junior high school student.

② There was amanga summit in Hong Kong.

③ Sea tells about different cultures.

① ② ③

★ Q&A ★

① Where does Sea live?

② Does she know the wordmanga?

③ Where did they have the fourth AsianManga Summit?

④ What canmanga tell us?
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【資料】教科書指導 ワークシート(裏)

①絵を見て，Reproductionしてみよう！

② Writingに挑戦してみよう！

私はシーです。私は 17 才で、

中国に住んでいます。

｢マンガ｣という言葉は知ってい

ます。

それは日本語から来た物です。

2000年に、香港が第 4回アジア

・マンガサミットを主催しまし

た。

多くの人々が、マンガ文化を語

るために集まりました。

私はマンガが好きです。

それは私たちに異文化について

教えてくれます。

あなたたちからのメールを待っ

ています。
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③ 音読活動の工夫

ア 導入時のbackward reading

長い文の読みを chorusで行っていて，途中から読みがバラついてくるような時に行う活動。例

えば，In 2000 Hong Kong hosted the fourth Asian Manga Summit.という文であれば，

a) Manga Summit b) Asian Manga Summit c) the fourth Asian Manga Summit

d) Hong Kong hosted the fourth Asian Manga Summit

e) In 2000 Hong Kong hosted the fourth Asian Manga Summit.

のようにリピートしていく。これにより，文末の語句を繰り返し読むことになり，最後まできち

んと言えるようになる。教科書を閉本しているときに主に使っている。

イ 十分な内容理解後のread and look up

内容を理解し，ある程度教科書本文が言えるようになってから開本し，音と文字をつなげさせる。

read and look upでは，一文ずつ本文を覚えてから，顔を上げて読みを行うようにする。ここでは，

意味のまとまりを考えながら本文を言うようにすることが大切である。読むときに本文を見ること

ができないため，読むときの集中力が増していると感じる。また，１文ずつなので英語が苦手な生

徒にとっても抵抗が少なく，１回ごとに達成感があると考える。

ウ reproductionにつなげるresponse reading

教科書を閉本した状態で，ＣＤや教員の音読を聞き，音読が途中で休止したら，生徒はその続き

を文の終わりまで言う。言い終わったら続きの音読を聞き，また途中で休止したら続きを読む。そ

の単元で学習する言語事項を用いている文章では，積極的に休止を入れるようにすると，学習した

言語材料の確認の場になる。

エ リレー形式のindividual reading

個人で本文を読む時には，一回通り読んだら列の前の席に移動する。最前列で読み終わったとき

は，最後尾に移動する。こうして一回読むごとに座席を移動し，自分の席に戻るまでくり返す。列

ごとの競争にすると，生徒は意欲的にとりくみ，時間も短くてすむ。開始前に不明な単語の読みに

ついては確認するようにしておくと，きちんと読むようになる。

オ ３秒ルールのつなげreading

生徒は本文のどこでもいいので，一文挙手をして読む。ただし，３秒以内に誰かが手を挙げて，

次の文の読みを行わなければならない。また，一人一度しか読むことができない。全員が読みに参

加すること，本文の最後まで読み切ることが条件となっている。簡単な文だからと，一度に多くの

生徒がそこで挙手をすると，本文の最後までたどり着く前に全員読み終えてしまうため，スリルが

あり，楽しく readingができる。

カ つなげpair reading

ペアで読みを順番に行っていく。交代する場所は，文のどこでもよい。交代して欲しいときは机

をたたいて知らせる。間を開けずに読むように指示すると，ペアの読みを集中して聞くようになる。
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④ 教科書本文のreproduction

reproductionとは，教科書で読んだ本文のストーリーを，

教科書やノートを見ないで自分の英語で再生していく活動

である。音読で取り入れた語彙や構文などの知識を実際に

使用することで，知識が intakeされると考え，取り組んで

みた。ここでは，十分に内容を理解させることとともに，

生徒がストーリーの流れを思い出しやすくするために，明

確なヒントを与えることに気をつけた。reproductionした内

容は，隣の人に聞いてもらって確認したり，ボイスレコー

ダに録音して自分で確認させたりした。

reproductionまでもっていくために，今年度本校で行って

みた reading指導の流れが左図である。

セクションごとのワークシートには，必ず黒板に貼った

絵と同じものを用意し，自主学習時に絵を見て文を再生す

る練習ができるようにしている。

(2)教科書本文を理解させた後の活動

① 教科書の本文を読んで，不明確なことについて質問をするactive reading

少しでも生徒の頭の中に本文を記憶させておくためには，繰り返し本文に触れさせることが重要だ

と考える。そこで，生徒が意欲的かつ自然に，本文に繰り返し触れる活動を考え，実践した。

【3年：Lesson 3 Kumi Visits China】 【生徒が書いた質問】

教科書本文は，生

徒が効率よく学習で

きるように作られて

おり，文の量にも配

慮されているため，

内容が曖昧なことが

多くある。そこで，

本文の内容理解を図

った上で，不明確な

ことや知りたいこと

について質問させる

活動をおこなった。

これにより，場面を

よく考え，不自然なところやはっきりしないところを読み取ろうとすることができた。この Lesson

では，「なぜ Ming は，Kumi が万里の長城に行ったことを知っているのか？」や，「いつの間にこん

な写真を用意したのか？」「ミンは久美のことが好きなのか？」などの疑問が挙げられ，全体で考え

た質問を出し合う中で，楽しく活動することができた。

●reproductionまでもっていく

reading指導●

【閉本】

①PC+keywordsでoral introduction

②一文ずつ本文のrepeat

③内容に関するQ&A

④flash cardで新出語(句)の確認

⑤summaryを見て空欄を埋める

⑥Q&Aに近い形で本文を誘い出す

【開本】…音読

①chorus reading

②read and look up

③individual reading

④response reading
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② 本文に関する質問を生徒が作成するmake questions

【2年：Let's Read 1 A Pot of Poison】 【生徒が書いたquestionsと解答】

本文を読んだ後，①

Yes-No question，② Wh

quesiton③本文に答えが

ない questionの３種類の

質問を生徒自身に作らせ

る活動を行った。作った

後は，小集団(４人組)で

お互いに質問を出し合っ

た。全員が出し合って問

いに答えた後，答え合わ

せも行った。③を作らせ

たことで，"Why did the

master say, "The pot is full

of poison."?の ような，

"between the lines" questionや"beyond the lines" questionを作る

ことができた。また，疑問文の文法チェックもお互いにできた。

③ 本文の内容の続きを考え，original storyを作成する活動

【2年：Lesson 3 At the Zoo】 【生徒が自主学習の中で書いたoriginal story】

本文の内容理解と，動物愛護について考える活動が一通り

終わったところで，登場人物であるケンとラトナが２人で歩

いている絵を提示し，"They had a date. By the way, what do you

usually talk on a date?"と質問し，本文の不自然さに気づかせた。

よく考えると，せっかくのデートだというのに会話を楽しんでいる様子は見られず，動物愛護の話

に真剣になっているのである。これに気づかせた後，本文の前の部分「デートに誘う場面」，「デー

ト中の会話」，「デートの後の場面」のいずれかについて考えさせ，original storyを作成する活動を行

った。生徒たちは，教科書の他の登場人物も登場させながら，ユーモラスな文章を作成した。作成し

た後は，相互に読み合って投票を行い，5 Best Storiesを決定した。生徒の中には，単元終了後の自主

学習として，さらに続きのストーリーを作成する生徒もいた。
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④ テーマに沿ったstoryを作成する活動

せっかく教科書本文を intakeするところまで学習しても，学んだことを outputする機会がなければ，

生徒は教科書を学習する有用性を見いだせない。自分の言いたいことや伝えたいことを表現する時に，

教科書で学んだ表現を自然に用いることができれば，次の教科書学習を行う時のモチベーションを向

上させることになると考える。

(１年生時 学力調査25点生徒作品)

上図は，日本ではやっていることについて紹介のメールを書く活動で，生徒が書いた文章である。

はやっている内容としては，「せっかくだから，自分の好きなテーマで書いてみよう」と指示し，芸

能，スポーツ，ニュースなどのジャンルを提示し，辞書のみを使って個人作業で英文を作成させた。

提出された物には，必ず内容に関するコメントを書いて返却するようにした。また，辞書で調べた単

語については，words listに記入させるようにし，自分が興味をもっている内容について表現したい

時には，いつでも振り返って参考にすることができるようにしておいた。

⑤ 自学ノートでの英作文・日記の奨励

毎日の自学ノートでは，学習内容として

①単語や句動詞，慣用表現の徹底練習

②教科書本文のリプロダクション練習

③英語ワークの練習 をあげているが，チャレンジし

たい生徒には，英文日記を書かせるようにしている。

（資料７）は，ある生徒が書いた英文日記である。この

日記を書いた７／ 20 の時点で，教科書学習は Unit3

をちょうど終えたところであるが，いくつかの文章で，

教科書で過去に学んだ文章を上手く用いて表現してい

ることがわかる。４行目で用いられている，

"So we jumped into the water."は，Unit1で学んだ，

"Rio jumped into the water, too."(p.6. l.4~5)

をうまく利用している。

このように，自分の言いたいことにうまく教科書の

文章を用いることができたものは，授業の中で紹介し，

教科書を身近な手本として感じさせるようにしてい

る。
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⑥ 聴き手を意識して本文を読むreading show

Kellerman(1985)の U-shaped developmentで主張さ

れているとおり，教科書本文の言語データ運用力

を高めるためには，繰り返しその本文に触れるこ

とが必要である。自主学習で触れさせることはそ

の１つの例であるが，そのきっかけの１つとして，

学期に一度 reading showを行っている。これは，学

習済みの単元の中から１ページを自由に選択させ，

声の大きさ，速さ，イントネーション，音の明瞭

さなどに注意して聴き手を意識し，productiveに本

文を読む活動である。左図，実際に生徒に配布し

た文書である。

一人あたりの制限時間は 30 秒間。発表者のすぐ

隣に２人ほど待機生徒として準備させておき，間

をおかずに次々に自分が決めたページを読んでい

く。評価の観点の第１は「look-upで読んでいるか」

とし，聴き手を意識して本文を読むようにさせた。

活動の様子はビデオに記録し，良かった生徒の発

表は次の学年の生徒向けに残すようにしている。

また，聴き手は各項目についてＡＢＣの３段階で

発表者の評価を行った。

Ⅱ リプロダクションまでもっていく過程に関する意識調査とその分析

（１） 生徒の日記より

（２） 意識調査をもとにした３年生の分析

本年度，本校英語科で実践した教科書の導入方法やリプロダクションについて，教科書の内容を理

解する上で有効であったかどうか，意識調査を実施した。

意識調査では，Likerton Scaleを用いて無記名で実施した。論文第５項「研究成果」であげた項目

以外にとったデータを次ページ以降にあげる。
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① ある生徒の答案用紙より

左図は，ある生徒の writingテストの答案用紙である。

テストでは，各単元ごと教師が日本語で内容を説明した。

生徒は，それを聞いて書ける文章を英文で書いた。リプ

ロダクションしなかった単元とおこなった単元では，生

徒が記憶している文章の量が極端に異なっていることが

分かる。

さらに，これを拡大した下図の通り，

/ // // // /

/ / // / // / // / /

*( / ) は筆者が挿入。( / ) の前後はつながりがない。

リプロダクションしなかった単元では，文章にできず

に一部分しか書けない箇所が多く見られた。

一方で，おこなった単元では，下図の通り

１文が 10 語以上ある長い英文も，正しく書くことが

できている。

次頁にあるのは，学年全員の writing テストによる正

答者数を表すグラフである。

② writingテストにより正しい文が書けた生徒の人数

【リプロダクションをおこなっていない単元】 【リプロダクションをおこなった単元】

(人数) (人数)

L1(1～2) L2(1～3) L3(1～3) L4(1～3) L5(1～3) L6(1～4)

グラフからも分かるように，リプロダクションをおこなった単元はしなかった単元に比べ，はるか

に多くの生徒が正しい英文を書くことができた。これらを，一人あたりの覚えている英文の量で表す

と，以下の表の通りになる。
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③ writingテストで正しい文が書けた一人あたりの分量

(文) 先ほどのある生徒の答案用紙とほぼ同じよ

うな結果が現れた。やはり，リプロダクショ

ンまでもっていく reading指導をおこなった

ことで，生徒たちの頭の中に多くの生言語デ

ータを残すことができたと言える。

しかしここで一つ，疑問が残った。実は，

Lesson2では，教科書学習を終えた後，暗唱

活動をおこなっていたのである。Lesson1や

Lesson3に比べると，やや多くのデータが生

徒たちの頭の中に残っていたが，リプロダク

ションまでもっていく活動をおこなった Lesson4以降とは明らかに異なる。では，一体何が生徒にと

って有効だったのであろうか？暗唱活動でおこなった活動は，以下の５点である。

①教科書を開本して教師がmodel readingをおこなった。

②単元の新出単語の意味を確認し，発音練習をおこなった。

③individual readingやpair readingをおこなった。

④内容理解を深めるためのT-F QuestionやQ&をおこなった。

⑤ペアで暗唱練習をおこない，できたらお互いにサインする活動をおこなった。

一方，リプロダクションまでもっていく reading指導の中でおこなった活動は，以下の５点である。

①教科書本文の導入は口頭で行い，教科書は使わずpicture cardのみを使用した。

②新出語の類推をさせた後，本文summaryにある空欄を埋める活動をおこなった。

③内容理解を深めるためのT-F QuestionやQ&Aをおこなった。

④read and look-up方式で練習してから，individual readingをおこなった。

⑤リプロダクションをおこなう直前に，response readingをおこなった。

Lesson4以降も共通しておこなったのは T-F Quesiton，Q&A のみである。これらの活動をおこなっ

たことで，より教科書の内容を深く理解させ，長期間生徒の頭の中に言語データを残すことができた

と考える。さらに，生徒にこれらの活動の有効性について意識調査をおこなった。

意識調査はＱ１と同じく Likerton Scaleを用いて無記名で実施した。次頁の表がその結果である。

（３） リプロダクションまでもっていく過程に関する意識調査とその分析

① 内容理解を深める活動について

Ｑ２：【口頭で導入したことにより

内容が理解しやすくなった】

Ｑ３：【T-F Question，Q&Aにより

内容が理解しやすくなった】
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② リプロダクションに至るまでの活動について

①について，意識調査の結果，以下の活動が有効

であると言える。

教科書本文の導入では，教科書を一切使わず，

教師の話す英文とpicture cardを用いる。新出語

は話の概要や教師の言い換えから類推させる。

この導入方法をとれば，内容理解が深まると回答

した生徒は，９割以上にもなったのである。

②リプロダクションに至るまでの活動について，

本文 summaryの穴埋めは，生徒が苦手としている

前置詞や助動詞，新出語を中心におこなったが，こ

の効果は７割弱の生徒にとって有効であった。また，教科書 readingの方法についても，read and look-up

方式の読みをしてから，response readingをおこなえば，リプロダクションしやすくなる生徒の人数が

増えていることが分かる。しかし，①の質問項目に比べると有効であると答えた生徒の割合が２割近

く減っていることから，内容理解後の repeatや Q&A など，開本前の活動をより工夫していく必要が

あると考えられる。これまでの分析から，以下のことが言える。

・リプロダクションまでもっていくreading指導をおこなえば，生徒の頭の中に多くの生言語データを残すこ

とができる。

・その手だてとして，開本してreading活動をおこなう前に， 本文に対する理解(内容・英文)が深まってい

ることが重要である。

③ 内容理解後の活動に関する生徒の日記

Ｑ４：【本文summaryの穴埋めをしたこと

は，リプロダクションに有効だった】

Ｑ５：【read and look-up方式の読みは，

リプロダクションに有効だった】

Ｑ６：【response readingは，

リプロダクションに有効だった】


